
「大好きな絵本」

本時のねらいと展開

1. 本時のねらい

・優花と母親の気持ちについて考えることを通して、美しいものを大切にしようとする心情を育てる。

１．「大好きな絵本」を視聴して話し合う。

3．学習のまとめをする。

２．美しさを感じたことについて振り返る。

発問① 「迷々に『あなたのママは、みにくいあなたよりも美しい弟が好き』と言われた優花は、
 どんな気持ちだったでしょう」   

発問② 「お母さんに『あなたたちほど美しいものはこの世にないの』と言われた優花は、
 どんな気持ちだったでしょう」

・弟にお母さんを取られちゃったのかも。
・ママなんかいらない。
・弟なんかきらい、でも少しは好き。

・母親の愛情が弟にばかり向けられていると思い、
寂しさや悔しさを感じている優花の気持ちに
共感させる。

2. 本時の展開
学習活動 指導上の留意点

・お母さんは、私も弟も同じように愛していたんだ。
・お母さんにとって、私は美しくて大切なものだっ
たんだ。

・母親の愛情の深さを感じて心から安心する優花の気
持ちに共感させる。
・ワークシートに書かせる。

 発問③ 「弟に絵本を読んであげている優花の気持ちは、以前と比べてどのように変わったでしょう」 

・弟を羨ましいと思う気持ちが消えた。
・弟を心の底からかわいいと思うようになった。

・母親の愛情を実感したことによる、優花の弟に対す
る気持ちの変化について考えさせる。

・自分を犠牲にして我が子を助けようとするお母
さん
・山で見た真っ赤な夕日

・お互いの発表を聞き、それぞれが感じた美しさを
共有させる。
・ワークシートに書かせる。

 発問④「何かを見たり、本を読んだりして、心の底から『美しいなあ』と思ったことはありますか」


